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あらまし：我々は，情報処理振興協会(IPA)擬人化音声対話エージェント基本ソフトウェアプロジェクト
(Galatea プロジェクト)の一部として，マルチモーダル対話システムのプロトタイピングツール
Galatea-IB を開発してきた．Galatea-IB は，マルチモーダル対話システムで用いられる対話シナリオを，
対話部品の組み合わせで容易に作成するためのGUIツールである．しかし，対話シナリオに演算や条件分
岐，プロンプトの出力を埋め込むための対話部品がないことや，対話シナリオの動作テストを行う機能が
ないという問題があった．本報告では，それらに対処するために，新しい対話部品として，演算処理を行
うassign，条件分岐処理を行う if，ユーザにプロンプトを出力するためのprompt・repromptを追加した．
また，動作テストを行うためのテストモード機能を追加した．これにより，作成可能な対話シナリオの幅
を広げ，動作テストを行うための手順を簡略化して簡単にテストを行うことができるようになった．  
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Abstract : This paper presents some advanced funcitons of Galatea-IB, a prototyping tool for the Galatea 
multimodal interaction systems. We have developed it as a part of a Galatea project, which aims at 
developing a software toolkit for building anthropomorphic spoken dialogue agents. Galatea-IB is a GUI tool 
to create interaction scenarios by combining interaction parts such as input parts, output parts, and control 
parts. It already has basic functions to create interaction scenarios, however, it does not provide some 
advanced interaction parts that enable to execute arithmetic operations, conditional branches, and prompts. 
Moreover, it does not have a function to test interaction scenarios. With these backgrounds, we introduce 
some additional interaction parts into the Galatea-IB such as “assign” which executes arithmetic operations,  
“if” to perform conditional branches, and “prompt” and “reprompt” for outputting prompts for users. 
Additionally, we introduce a test-mode for testing the itnteraction scenarios. These advanced functions will 
make the work to create interaction scenarios simpler and more efficient than the work using the previous 
version of Galatea-IB. 
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1.    はじめにはじめにはじめにはじめに 
    我々は，情報処理振興協会(IPA)の擬人化音声対
話エージェントプロジェクト(Galateaプロジェク
ト)[1]が開発した顔合成モジュール，音声合成モジ
ュール，音声認識モジュールを用いたマルチモー
ダル対話システム(Galatea-MMI システム)を構築
するとともに，Galatea-MMIシステムで動作する
アプリケーションの作成支援ツールとして
Galatea Interaction Builder(Galatea-IB)を開発し
てきた[2]．Galatea-IBは対話部品(入力部品，出力
部品，制御部品等)の組み合わせによってマルチモ
ーダル対話シナリオを作成することを目的とした
GUI ベースのプロトタイピングツールである．
Galatea-IBによってモダリティの属性値（音声認
識文法など）の設定や，対話シナリオの試作が，
容易になったため，効率的な対話シナリオ作成が
可能となった．しかし，これまでのGalatea-IBは
代入処理やプロンプトの出力等，対話に頻出する
と思われる要素を対話シナリオに付加する機能が
無かった．また，作成中の対話シナリオの動作テ
スト機能が無かったため，動作テストの度に別途
Galatea-MMIシステムを起動して動作させる必要
があった． 
今回のバージョンでは，これらの問題に対処す
るために，シナリオ作成用の新たな対話部品とし
て，代入処理を行うためのassign，条件分岐処理
を行うための if，ユーザへの入力を求めるための
prompt，および reprompt を追加した．また作成
中の対話シナリオの動作確認を行うテストモード
の機能をGalatea-IB内部に追加した．これらの機
能によってより効率的な対話シナリオの作成が可
能になると期待できる．  
以下では，始めにGalatea-MMIシステムの概要，

IBの機能について述べる．続いて，今回 IBに追
加した新機能について述べる． 
  
2.    Galatea-MMIシステムシステムシステムシステム 
2.1    Galatea-MMIシステムの概要システムの概要システムの概要システムの概要 
図2に，Galatea-MMIシステムのアーキテクチ
ャを示す．システムは，フロントエンド，対話制
御部，WWW上のドキュメントサーバから構成さ
れる．ドキュメントサーバには，対話シナリオ，
及び表示コンテンツがそれぞれXISL[3][4]，HTML
ファイルとして，保持される．これらのドキュメ
ントうち XISL は対話制御部に，表示コンテンツ

はフロントエンドに渡される．対話制御部は，対
話シナリオの解釈・実行，フロントエンドからの
入力情報の処理，フロントエンドへの出力命令の
送信を行う．フロントエンドは，Galatea プロジ
ェクトで開発した音声入力・合成モジュール，顔
合成モジュールを利用した入出力インタフェース
を備え，表１に示すモダリティをサポートしてい
る．入力インタフェースがユーザからの入力を受
け付けると，その内容を対話制御部に送信し，逆
に，対話制御部からの出力命令を受けると，出力
インタフェースがユーザへの出力を行う． 

Galatea-MMIシステムは，PC 上での動作を前
提に開発されている．これまでの Galatea-MMI
システムは，対話制御部の動作が非常に重く，シ
ステムを動作させる場合には，フロントエンドと
対話制御部を別々のPC上で動作させる必要があ

 モダリティ 受け付け可能なイベント 
または出力動作 

マウス クリック，ダブルクリック等 
音声 音声認識結果 

入
力

キーボード キー入力 
ウィンドウ コンテンツの表示 
音声合成 テキストの読み上げ 

出
力

顔画像合成 顔モデルの変更，表情，リップシンク等

表表表表 1    IPA-MMIシステムで利用可能なモダリティシステムで利用可能なモダリティシステムで利用可能なモダリティシステムで利用可能なモダリティ 

図図図図1 Galatea-MMIシステムのアーキテクチャシステムのアーキテクチャシステムのアーキテクチャシステムのアーキテクチャ 

ドキュメントサーバドキュメントサーバドキュメントサーバドキュメントサーバ 

対話シナリオ対話シナリオ対話シナリオ対話シナリオ  
XISL 

表示コンテンツ表示コンテンツ表示コンテンツ表示コンテンツ    
HTML 

対話制御部対話制御部対話制御部対話制御部 

ドキュメント管理部，対話管理部，ドキュメント管理部，対話管理部，ドキュメント管理部，対話管理部，ドキュメント管理部，対話管理部，
入力統合部，アクション実行部入力統合部，アクション実行部入力統合部，アクション実行部入力統合部，アクション実行部 

フロントエンドフロントエンドフロントエンドフロントエンド
入力入力入力入力 IF 出力出力出力出力 IF 

音声認識など音声認識など音声認識など音声認識など 顔画像・音声合成など顔画像・音声合成など顔画像・音声合成など顔画像・音声合成など
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hello.xislhello.xislhello.xislhello.xisl    
    
<?xml version=<?xml version=<?xml version=<?xml version=””””1.01.01.01.0”””” encoding= encoding= encoding= encoding=””””ShiftShiftShiftShift----JISJISJISJIS””””?>?>?>?>    
<!DOCTYPE xisl SYSTEM <!DOCTYPE xisl SYSTEM <!DOCTYPE xisl SYSTEM <!DOCTYPE xisl SYSTEM ““““xisl.dtdxisl.dtdxisl.dtdxisl.dtd””””>>>>    
<xisl version=<xisl version=<xisl version=<xisl version=””””1.01.01.01.0””””>>>>    
<head><head><head><head>････････････</head></head></head></head>    
<body><body><body><body>    
 <dialog id= <dialog id= <dialog id= <dialog id=””””hello Worldhello Worldhello Worldhello World””””>>>>    
  <exchange>  <exchange>  <exchange>  <exchange>    
   <operation target=   <operation target=   <operation target=   <operation target=””””hello.xmlhello.xmlhello.xmlhello.xml””””>>>>    
     <input type=     <input type=     <input type=     <input type=””””touchtouchtouchtouch”””” event= event= event= event=””””clickclickclickclick””””    

            match=            match=            match=            match=””””/page/page/page/page””””>>>>    
   </operation>   </operation>   </operation>   </operation>    
   <action>   <action>   <action>   <action>    
    <output type=    <output type=    <output type=    <output type=””””speechspeechspeechspeech””””event=event=event=event=””””ttsttsttstts----speechspeechspeechspeech””””>>>>    
      <![CDATA[      <![CDATA[      <![CDATA[      <![CDATA[    
              <param name=      <param name=      <param name=      <param name=””””speechspeechspeechspeech----texttexttexttext””””>>>>    
             Hello World!             Hello World!             Hello World!             Hello World!    
        </param>        </param>        </param>        </param>    
      ]]>      ]]>      ]]>      ]]>    
    </output>    </output>    </output>    </output>    
   </action>   </action>   </action>   </action>    
  </exchange>  </exchange>  </exchange>  </exchange>    
 </dialog> </dialog> </dialog> </dialog>    
</body></body></body></body>    
</xisl></xisl></xisl></xisl>    

図２図２図２図２    XISLの記述例の記述例の記述例の記述例 

った．しかし，その後の対話制御部の改良で，現
時点では1台のPC端末上で動作が可能となって
いる． 

Galatea プロジェクトでは，音声入力・合成，
顔合成の各モジュールが分散した環境下でも動作
するよう，エージェントマネジャが用意されてい
るが，Galatea-IBでは，同一システム上にすべて
のモジュールを置き，Windows上で動作すること
を前提に開発している．  
 
2.2    フロントエンドモジュールフロントエンドモジュールフロントエンドモジュールフロントエンドモジュール 
2.2.1    音声認識モジュール音声認識モジュール音声認識モジュール音声認識モジュール 
  音声認識エンジンには，IPAの日本語ディクテ
ーション基本ソフトウェアに含まれるJulianを用
いている．これは，京都大学音声メディア研究室
で開発された有限状態文法(DFA)に基づく連続音
声認識エンジンである[5]. 
 
2.2.2    顔画像合成モジュール顔画像合成モジュール顔画像合成モジュール顔画像合成モジュール 
 Galatea プロジェクトで開発した顔画像合成モ
ジュール[6]のWindows 版を使用している．この
モジュールは，任意の顔画像と，予め用意された
ワイヤーフレームモデルとの整合を行うことによ
り，顔モデルを生成する．表情とその継続時間の
設定，および音声合成との同期をとるリップシン
ク等を行うことができる．また,マシンスペックに
応じてFrameRateを変更することができる. 
 
2.2.3    音声合成モジュール音声合成モジュール音声合成モジュール音声合成モジュール 
 合成エンジンには，Galatea プロジェクトで開
発した GalateaTalk（Gtalk）[7]を使用している．
Gtalkは発話のテキストを，茶筅を用いて解析し，
出力された形態素情報から音声波形を生成する． 
 
2.3    MMI記述言語記述言語記述言語記述言語XISL 

Galatea-MMIシステムはユーザとシステムとの
対話の記述に MMI 記述言語 XISL(Extensible 
Interaction Scenario Language)を使用している．
XISLはXMLベースの言語[3][4]であり，対話シナ
リオの可読性が高く，入出力の制御や割り込み対
話の記述が容易であるという特徴を持つ．したが
ってXISLの利用により，システム開発者はMMI
機能を持つWebサービスを容易に提供できる． 
 図２にXISLの記述例を示す．XISLは，一 組の
対話シナリオを表すdialogの集合から構成される． 

各dialogは，対話の最小単位であるexchangeの集
合を内部に含み，各exchangeは，operationと
actionをそれぞれ一つずつ持つ．operationはユー
ザの入力記述部で，例えば音声やポインティング
の入力待ち受けが内部のinputに記述される．一方
，actionはシステムのアクション記述部で，合成
音声や擬人化エージェントによる応答を内部の
outputに記述することができる．詳細については
文献[4]のWebサイトを参照されたい． 
 
3．．．． Interaction Builderの概要の概要の概要の概要 
これまで音声認識，顔画像合成，音声合成モダ
リティの利用，および前述の XISL の各要素に対
応した対話部品の付加が可能な Galatea-IB を開
発してきた．以下では，IBの画面例，および従来
の機能を先について説明する． 

 
3.1シナリオビューシナリオビューシナリオビューシナリオビュー 
対話の流れを図式的に表示するためのシナリ
オビューを図3-①に示す．シナリオビューには対
話の枠組みや対話の遷移，受け付ける入力イベン
トやそれに対する出力動作が，それぞれ一つの部
品として表わされ，対話の流れに沿って配置され
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図３図３図３図３ IBの実行画面例の実行画面例の実行画面例の実行画面例 

図図図図5    動作確認バー動作確認バー動作確認バー動作確認バー 

図図図図4    対話部対話部対話部対話部品バー品バー品バー品バー 

る．これにより，エディタで XISL を記述するの
に較べ，構築中の対話の流れを容易に理解するこ
とが可能になった． 
 
3.2     対話部品バー対話部品バー対話部品バー対話部品バー 
図3-②に示すバーは，対話を作成する際に利用
する対話部品を並べたツールバーである．図4に
その拡大図を示す．ツールバーは使用できる部品
が階層ごとに分けられている．例えばdialogとい
う枠内にある部品，begin，exchange，endはdialog
の階層内でのみ使用可能ということをあらわして
いる．root(この場合の rootはツリーの最上部のこ
とを指す)，dialog，exchange(begin・end)内にあ
る対話部品は，対話を制御する部品である．一方，
input，outputの枠内にある対話部品は，入出力モ
ダリティの属性を設定する部品である．これらの
各対話部品は，同名の XISL のタグにそれぞれ対
応する．ツールバーの中で，使用できない部品・
ボタンは反転表示され，選択できる部品を容易に
識別できるようになっている． 
対話シナリオを作成する際には，ツールバーか

ら目的の対話部品を選択し，シナリオビューに
drag & dropすればよい．シナリオビューに対話部
品が置かれると，図3-③に示すダイアログボック
スが表示され，属性値など必要な情報の入力が促
される． 
 
3.3 動作確認バー動作確認バー動作確認バー動作確認バー 
 図 3-④に示すバーは，エージェント(図 3-⑤)の
動作確認をするためのエージェントエンジンの起
動や作成中の対話シナリオの動作確認をするため
のテストモードに移行するボタンである．拡大図
を図５に示す．エージェントの動作を確認する場
合は左のボタンを，対話シナリオの動作テストを
行う場合は右のボタンを押す．なお，真中のボタ
ンは音声合成のエンジン起動ボタンでエージェン
トエンジンが起動した時に同時に起動する．テス
トモードについては4.2節で詳しく述べる． 
 
4．．．．    新しい機能新しい機能新しい機能新しい機能 
4.1.     対話部品の追加対話部品の追加対話部品の追加対話部品の追加 

IB で利用可能な対話部品に以下の４つの XISL
タグに対応するものを追加した．各部品の説明は
次の節以降で述べる． 
・ <assign> 
・ <if> 
・ <prompt> 
・ <reprompt> 
 
4.1.1    assignの追加の追加の追加の追加 

assignは演算結果を指定した変数に代入する部
品である．代入値として，文字列と数値が使用で
きる．XISLでは文字列と数値を併用することがで
きるが IBでは，ユーザの入力間違いを防ぐために
排他使用になっている． 

 
4.1.2    ifの追加の追加の追加の追加 
 これまでの IBでは，条件分岐処理に swtichを
使用していた．しかし，swtichは対象となる値が
分岐条件値と等しい時に分岐する処理で，比較演
算の結果による分岐が出来なかった．そこで条件
分岐処理を行う ifを新たに追加することによって
比較演算の処理を可能にした．if はまた，switch
に較べて条件の記述を容易にする．例えば，航空
チケット予約のアプリケーションにおいて，入力
された便があれば条件分岐するような場合を考え

１１１１ 

２２２２

３３３３

４４４４ 

５５５５
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図８図８図８図８  prompt部品の追加部品の追加部品の追加部品の追加 

図９図９図９図９  promptを利用したユーザへの入力促しを利用したユーザへの入力促しを利用したユーザへの入力促しを利用したユーザへの入力促し 図７図７図７図７    ifでの分岐条件での分岐条件での分岐条件での分岐条件 

図６図６図６図６    swtichで条件分岐で条件分岐で条件分岐で条件分岐 

る． swtichでは条件値の指定にcaseを用いるた
め，図６に示すように条件の個数分 case を作成
する必要があった．しかし，if では論理演算によ
って条件を一つにまとめて処理することができる
ため，図７のように分岐を“then”と“else”だ
けにすることができ，条件の記述が簡潔になった．
なお ifの条件値で扱える値は内部処理の都合上，
assginとは異なり，文字列と数値の排他使用にし
ていない．  
 
4.1.3    promptとととと reprompt追加追加追加追加 
 これまでの IB ではユーザにプロンプトを出力

する時にはbeginの階層内でoutputを用いて行う
必要があった．しかし，この方法では，prompt
に対応するユーザ入力が別の exchangeに記述さ
れることになり，プロンプトに対応する入力とい
う一体性が表せないという問題があった．そこで，
exchange でプロンプトを出力できるように
prompt を追加した(図８・９)． prompt では, シ
ステムの出力を途中で止めてユーザ入力を許可す
るバージインと，promptの再実行を行うまでの入
力待ち時間を指定するタイムアウトの設定が可能
である．タイムアウトの設定とは別に，シナリオ
の任意の場所で prompt を再実行可能にするため
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図１０図１０図１０図１０  実行シナリオの選択実行シナリオの選択実行シナリオの選択実行シナリオの選択 

図１１図１１図１１図１１ テストモード実行画面テストモード実行画面テストモード実行画面テストモード実行画面 

に，repromptという対話部品も導入した． 
 
4.2    テストモードの追加テストモードの追加テストモードの追加テストモードの追加 
    IB で作成途中のマルチモーダル対話シナリオ
を実際に実行して確認するために，テストモード
を追加した．これまでは動作確認を行うには，手
動で Galatea-MMI システムのフロントエンドと
対話制御部を起動させて，テスト対象の対話シナ
リオのURIを指定する必要があった．今回追加し
たテストモードでは，フロントエンドと対話制御
部をモジュールとして自動的に呼び出し，対話シ
ナリオを実行する．まず，動作確認バーからテス
トモードのボタンを押すと，図１０のような実行
シナリオ選択ダイアログが表示される．実行させ
る対話シナリオをダブルクリックするとフロント
エンド(図１１-①)と対話制御部(図１１-②)が起動
する．その後，Galatea-IBは指定された対話シナ
リオのURIを自動的に対話制御部へ渡し対話を開
始する．動作の確認はフロントエンドを使用して
エージェントとの対話で確認する他に，対話制御

部の XISL から対話の流れを見て確認することも
できる．また，対話制御部にフロントエンドとの
通信ログ(図１１-③)，対話の詳細な進行状況(図 
１１-④)を表示する機能があり，もし，動作がう
まくいかない場合には，それらを使用して問題部
分を見つけ出すことができる． 
 
５５５５    まとめまとめまとめまとめ 
本報告では，Galatea-IBの強化について述べた．
今回の改良では,Galatea-MMI システムで利用可
能な対話部品の追加と作成中の対話シナリオをテ
ストする機能を新たに開発した．今回の機能強化
で対話記述の幅を広げ．動作テストの起動手順を
簡略することができた．Galatea-MMIシステム及
びIBは情報処理進行事業協会(IPA)｢独創的情報技
術育成事業｣の支援を受けた｢擬人化音声対話エー
ジェント基本ソフトウェアの開発｣プロジェクト
の一部として行われており，プロジェクトのWeb
サイトからダウンロード可能である[1]．今後は利
用者からのバグレポートへ対応すると共に，まだ
未開発になっている機能の開発を行っていきたい． 
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